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（様式８・別紙１）
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Results of the doctoral thesis screening 

博士論文審査結果 
 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 壹岐 朔巳  
 

論文題目
T i t l e

 Social biases affecting self–other matching in Japanese macaques  
 
 出願者は、野生ニホンザルを対象に、行動や情動状態を他個体と一致させる現象（self-
other matching; 以下、SOM と略記）を研究した。第１章では、SOM に関するこれまで

の研究が概説されている。特に、SOM の生起には社会的要因（social bias）の影響が重要

であるが、これまでの研究では統一的な見解が得られていないことが述べられている。ま

た、これまでに行われてきた多くの研究は、短時間で終わる行動に関する SOM を対象と

していたが、比較的長時間継続する行動状態に関する SOM に関する研究は進んでいない

ことが指摘されている。これらの問題点に基づき、本博士論文における三つの研究の意義

づけがなされている。  
 第２章では、野生ニホンザルにおける視覚的警戒行動(vigilance behaviour)にみられる

行動伝染を報告している。順位関係が専制的で血縁関係が重要なニホンザル社会の特性を

踏まえて、群れ内の順位関係および血縁関係が行動伝染の生起に影響すると予測した。餌

場にいる二個体を対象に行動観察を行い、個体間の血縁関係、相対的順位関係、個体の群

内順位などの社会的要因が、視覚的警戒行動の同調に与える影響を調べた。その結果、視

覚的警戒行動は絶対的順位が劣位である個体に対して、優位な個体に対してよりも高確率

で伝染していた。また、視覚的警戒行動の伝染は、母親から未成体に対してよりも、未成

体から母親に対して高確率で起きていた。これらの結果は、視覚的警戒行動という負の情

動を伴う行動の SOM を扱ったという点で希有な研究である。本章の結果は Animal 
Behaviour 誌に掲載されている。  
 第３章では、SOM が長時間継続する闘争遊び (play fighting)を対象とし、遊びに関連し

て表出される特有の表情 (play face)の機能を調べた。特に、遊びの開始前に表出される play 
face が、発信個体の遊びに対する積極性を示しているという仮説を検証するために、表出

の決定要因、および play face がその後の遊びの継続時間に与える影響が調べられた。そ

の結果、play face は遊び頻度が高い個体間（オス同士、同年齢個体同士）の遊びにおいて

頻繁に表出されていた。また、play face が発出されて始まった遊びは、そうでない遊びと

比較して、長い時間継続した。これらの結果は、play face が表出個体の積極性を示し、遊

びを維持するための信号となっていることを示している。遊びの途中で表出される play 
face を扱う従来の研究と比べて、本研究は遊び開始時の play face に着目した点で独自性

が高く、SOM が維持されるメカニズムに関する新たな知見をもたらしたと評価できる。  
 第４章では、闘争遊びが攻撃交渉に発展するという SOM が破綻する状況に焦点を当て、

遊びを破綻させた個体の特性とその行動役割を検証した。とくに、二個体間の非対称性が、

闘争遊びの破綻の原因となる可能性に着目し、相対的順位が高い、または年齢が相対的に

高い個体が遊びを破綻させるという予測を検証している。結果はこの二つの予測を支持す



るものであった。また、闘争遊びを破綻させた個体は、それ以前に、闘争遊びのなかで優

勢な役割を果たしていたことも明らかにした。本研究は、闘争遊びが破綻するという希有

な事例を丹念に集め、その決定要因と行動学的原因を解明したものであり、高い学問的価

値を持つ。  
 総合考察にあたる第５章では、三つの研究に基づき、SOM のメカニズムに関する新たな

枠組みを提案している。また、未解明な点、今後の展望が簡潔に述べられている。  
 本博士論文は、SOM に関する新たな知見が多く含まれており、包括的な理解を目的とす

る新たな枠組みを提案する意欲的な博士論文となっている。これらの点から、学術的価値

が極めて高いと評価した。以上の理由により、審査委員会は、本論文が学位の授与に値す

ると判断した。  
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